
〔問合せ先〕鹿児島大学男女共同参画推進センター
Email:gender@kuas.kagoshima-u.ac.jp

TEL:099-285-3012

文部科学省科学技術人材育成費補助事業
ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（先端型）／令和２年度選定
『鹿児島大学Women in Science for Health（WiSH）

ダイバーシティ研究環境実現プロジェクト』
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2022年９月８日（木）15：00～16：30

実施方法：ハイブリッド開催予定※（対面※・Zoom同時開催）
※今後の新型コロナウイルス感染状況によっては、Zoom開催のみに変更する場合もあります。
※対面開催は学内関係者（大学執行部、部局長）のみで人数制限を設けています。

対 象：学内／学長、理事、監事、学長補佐、部局長、管理職、
その他希望する本学の教職員等

学外／全国ダイバーシティネットワーク参加機関男女共同参画・ダイバーシティ
推進担当者、その他関心のある教職員等

申込方法：学内／総務担当係へご連絡下さい。
学外／申込フォームから事前に申し込み下さい。

【講師プロフィール】
方言学者。南九州をはじめとする日本各地の方言アクセント・音韻を
研究するほか、方言の記録・保存にも取り組む。
1998年「西南部九州方言アクセントの研究」で九州大学文学博士。
1988年 鹿児島大学法文学部助教授、1999年 同教授、
2006年 同学部長、2010年より人間文化研究機構 国立国語研究所教
授・副所長。2021年 国立国語研究所名誉教授・特任教授。
2022年より人間文化研究機構機構長。

著書に『西南部九州二型アクセントの研究』勉誠出版 2000、『そうだっ
たんだ日本語 じゃっで方言なおもしとか』岩波書店 2013、『シリーズ
日本語史１ 音韻史』（共著）岩波書店 2016、『明解方言学辞典』（編
著者）三省堂 2019など。

鹿児島大学は、女性研究者在籍比率及び上位職に占める女性教員比率の向上等の
目標値を掲げ、女性研究者や若手研究者の海外派遣や国際共同研究支援等に取り
組み、研究・国際力の向上を図り、ダイバーシティ研究環境の実現を目指します。
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